
◇ 

わたし ぶったい たいよう ひかり

ふだん私たちが見ている物体は、太陽なとの光が
ぶったい ぷったい ひかりいろ わたし

物体にあたり、その物体ことの光の色として、私たち
ぶったい ぶったい で ひかり

は物体を見ています。物体から出た光を、ここでは像
うつ ぞう さき み ぞう

といい、ミラーに映る像やレンズの先に見える像、な
ひょうげん

とと表現します。
こんかい うつ ぞう

令回は、ミラーに映る像やレンズを通ってくる像が
とおみちわたし め とど ぞう とお

とのような通り道で私たちの目に届くのか。像の通り
みち ひかりとおみちつく

道、すなわち光の通り道を作ってみましょう。

◇ 

ぞう とお みち つく

9 ミラーによる●の遍り遍壱作ろう。
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まい れんし"う

(1) 1枚のミラーで練習しよう。
）らめん ばり あたまふふん はりやく

①ミラーの裏而にまち針の頭部分をつけ、ミラーから針が約 3cm
まし、

でるようにして、テープではりつける。これを 4枚つくる（図

1)。

はっばう だいざ か,, よす,.

②発砲スチロールの台座にA4の紙をのせ、四隅をテープではりつ
ず

ける（図 2)。

たいさ てことう いち d/c 

③台座の適当な位置にマップピン 2本とミラー 1
上し、 さんかっ"し、

枚を三角形となるようにさす。 1つのマップ
こうぽう

ピン (Aとする）の後方からミラーをのぞきこ

み、もう 1つのマップピン (B)がミラーの笛
ち! ; せん Lょう かくどか

で直線上になるようにミラーの角度を変える
ず

（図 3)。
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図4
てまえ どうよう ちよくせんtよう あら

④ミラーに映ったマップピン (B)の手前に、③と同様にマップピンが直線上になるように新たなマップ
か、i

ピンをさす。これを 3~4 本ほど繰り返す（圏 4) 。

こう Iiう こり よう ま入あら

⑤次にマップピン (B)の後方からミラーをのぞきこみ、④と同様にマップピン (A) の前に新たなマッ
:iんしャ ぞう とむ }fも

プピンをさしていく。このマップピンのならびがミラーの反射による像の通り追となっている。

はんしゃ ぞう とお みち ぞう ぷったい でひかりあっ

◎ミラーに反射する像の通り道をマップピンで作りましたが「像とは物体から出た光が集まったも
かんが いま ひかりとお みち いみ

の」と考えれば、令みなさんが作ったマップピンのならびは光の通り道を意昧しているのです。
ぞう とお みち ひ か り と お み ら

像の通り道とは、光の通り道のことなのです。
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ひかり とお みら すけい もし つく

(2)光の通り道で図形や文字を作ってみよう。
すうまい す !)いもし● つく うつ

ミラーを数枚つかい、マップピンで図形や文字（図 5)を作る。 (1)でやったように、ミラーに映る
ちょくせん しゃしん

マップピンの直線だけを手がかりにマップピンをさしていく（写真 1、2)。

且
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図 5 写真 1 写真 2
」

かくどか あら そッ＂＇， み

◎できあがったらいくつかのミラーの角度を変えて、新たなマップピンがつくる直線を見つけてみ
うつ かず

よう。ミラーに映るマップピンの数はどうなるかな。
ずもじおまが うつ なが ，ヽ t!/q み

◎圏や文字は折れ曲がっているのに、ミラーに映るマップピンは長い直線になって見えることで
うら ぞう よう ぞう

しょう。まるでミラーの裏に像があるように見えますが、もちろんミラーの裏にその様な像はあ

りません。このような属を‘磁雇＇といいます。

とつ とお あとひかりとおみ ち つ く

2 llレンスを遍った纏の光の遍り遍苔作ろう。
あら ljっぽう だいざ ばいちずいんさつ ょうし ず

①新たな発泡スチロールの台座に、配置図を印刷してあるA4の用紙（図 6)
,,; りllうIILヽ あな とつ けんぷん

をはり、長方形の穴をカッターであけて、ルーペの凸レンズを半分まで入
もて だいざこてい

れる。ルーペの持ち手をテープで台座に固定する。

てまえ ちょっこう

②レンズの手前にマップピンを 2つ、レンズヘ直交するようにさす。
か た め かさ

片目でマップピンをのぞき 2個のマップピンが厘なるようにして、レンズ
む がわあら さぎ kう かえ

の向こう側に新たなマップピンをさす（図 7)。この作業をくり返し、

マップピンをさしていく。

~
 

図6

二
図7

ちょくせん

◎マップピンを直線になるようにさしたはずなのに、レンズ
む ま けい ろえtf

の向こうのマップピンは曲がった経路を描きます。これ
ひかり くっせつ けいろ あらわ

が、レンズによる光の屈折の経路を表しているのです。

写真 3
てまえ こと いら むな

③レンズの手前で②とは異なる位置にマップピンを 2個さし、②と同
さざよう か入 しン、ヽしん つく ；tし,,,

じ作業をくり返す（写真 3)。すると②で作ったマップピンの経路
てん よ し しゃしle

と1点で交わるようになる（写真 4)。

てんひかりあつ てん しょうてん

◎この1点が光の集まる点であり“焦点”といいます。
. . . 

写真 4
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